
研修概要

○目　的

○対象者 以下の要件を満たしている方が対象です。

　　1．岐阜県内に本店が所在する建設関連企業の社員

　　2．Windowsの基本操作を理解されている方（パソコン操作などに初級～中級程度の知識・経験を有する方）

○日　時 令和８年６月１０日（水）～６月１１日（木）　１０：００～１７：００

○会　場 ワークショップ２４　４階　研修室（大垣市今宿６丁目５２番地１８）

○定　員 ３０名（※先着順）

○持ち物 筆記用具、ノートパソコン

○受講料 5,000円　（テキスト代）

○主　催 建設ＩＣＴ人材育成センター　（（公財）岐阜県建設研究センター内）

○カリキュラム

時　間 研　修　内　容 講　　師

【１日目】
9:30～10:00

　（受付）

10:00～12:00

【解説】デジタルトランスフォーメーションと建設業（総論および最新情報）
・建設業の現状と展望（イラン情勢と円安状況下にあり大規模震災が予見される業界と日本）
・i-Construction、BCP、働き方改革、生成AIなどについての最新情報
・クラウドの登場と役割（情報収集・情報整理・情報発信が業務の柱に）

　 12:00～13:00 　（昼食）

13:00～17:00

【実践】仮想現場事務所と本社間での作業
・クラウドでの情報共有の基礎（チームの名簿作成）
・Windowsの基本環境
・効果的な情報収集（Google アラート）
・生成AIと建設業の業務について（基本情報）

【２日目】
9:30～10:00

　（受付）

10:00～12:00
【解説】リアルタイムな状況把握と災害時に強い通信
・災害時に求められる建設業の役割とBCP
・日常業務でのクラウドを活用したファイル管理

12:00～13:00 　（昼食）

13:00～15:00

【実践】
・生成AIを活用した業務手法
・電話以上の効果を発揮し、有事に役立つ通信（Google Meet/Googleチャット）
・社内での情報共有に役立つ地図（Google マップ）

15:00～17:00

【解説】ファイル管理の重要性
・パソコン文房具時代とクラウド時代の大きな違い
・電子納品データや情報化施工に使用するCADデータ等の社内外データをリアルタイムで共有する手法
・平時と有事の線引き（セキュリティ対策の考え方の変化）

17:00 閉講

（注）　研修内容等については変更することがあります。随時休憩をはさみます。

（注）　CPDS認定講習です。（１２ユニット）

　　　　※遅刻・早退やオンライン接続トラブルにより受講が確認できない時間があった場合、承認ユニット数が減少する（注）　遅刻・早退があった場合、ユニット数が減少する可能性があります。

令和８年度　建設ＩＣＴ　PC研修

※研修で学んだ内容を継続的に実践いただくために、受講者本人が普段から業務等で使用しているノートPCをご準備ください。な
お、受講前にデータのバックアップはご自身の責任で取っておいてください。どうしても持参が困難な受講者には、貸出用PCを準備し
ます。
※受講決定時に、受講前の事前準備として、初期設定（Googleアカウント取得）方法をアナウンスしますので、研修当日までにGmail
　 アドレスを取得していただき、当センターへお知らせいただきます。

NPO法人京都情報研修センター　理事
（株式会社Gsuccess　代表取締役）

北野　雅史　氏

～建設DXの実践研修　初級編～（２日間）

最新ITと生成AIを使いこなし、業務効率改善。

　※事前にGmailアドレスを取得していただきます。

　PCの実機演習を通じて基礎からスキルを習得し、作業の負担を減らすスマートな働き方を、まずは使ってみることから始めます。

　生成AIやクラウドを駆使し、業務効率を着実に向上させます。


